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も く じも く じ新
緑
の
嵩
山
を
彩
る
鯉
の
ぼ
り
（
群
馬
県
中
之
条
町
）
　

群馬県中之条町の新緑に包まれた
美しい嵩山に、鯉のぼりが揚がっ
た。毎年５月５日に開催される嵩
山まつりの日には、子どもからお
年寄りまで大勢の人が嵩山に登
る。山頂まで登り周辺を見渡すと、
５月の空に吾妻の山々が連なる。
今年も子どもたちの健やかな成長
を願って、鯉のぼりが元気に泳ぐ。

　

公
立
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
加
速
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
市
町
村
合
併
か
ら
約
10
年
を
経
た
農
山

村
に
再
び
生
ま
れ
た
「
合
併
騒
動
」
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
各
地
か
ら
強
い
反
対
の
声
も
聞
こ
え
て

く
る
。
し
か
し
、筆
者
が
む
し
ろ
気
に
な
る
の
は
、

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
反
対
の
声
さ
え
も
あ
げ

ら
れ
な
い
地
域
の
存
在
で
あ
る
。

　

先
日
も
、
西
日
本
の
あ
る
市
の
一
女
性
住
民
か

ら
、
筆
者
の
研
究
室
に
速
達
が
届
い
た
。
地
域
の

中
学
校
を
め
ぐ
る
市
の
統
廃
合
計
画
の
発
表
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
住
民
、
特
に
「
要
職
に
あ

る
男
性
」
が
諦
め
、「
も
う
決
ま
っ
て
い
る
か
ら

い
ま
さ
ら
」
と
い
う
雰
囲
気
が
地
域
を
覆
っ
て
い

る
状
況
が
便
箋
数
枚
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
。

行
間
に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
女
性
の
地
域

へ
の
深
い
愛
情
、
そ
れ
と
裏
腹
な
強
い
孤
立
感
と

疎
外
感
で
あ
っ
た
。

　

住
民
は
明
ら
か
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
状
況
を
作
り
出
さ
な
い
の
が
、
基
礎
自
治

体
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
役
割
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
特
に
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
自
治
体
の
周
辺

部
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
元
の
役
場
で
あ
る
総
合

支
所
の
人
員
が
毎
年
の
よ
う
に
縮
小
し
、
さ
ら
に

支
所
に
は
政
策
的
な
決
裁
権
が
少
な
い
と
い
う
状

況
の
中
で
、
行
政
の
か
た
ち
こ
そ
が
住
民
の
諦
め

を
加
速
化
し
て
い
る
可
能
性
さ
え
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
所
で
必
要
な
の
は
、
外
の
者
の
地

域
へ
の
関
心
を
紹
介
し
、
そ
の
地
域
は
孤
立
し
て

い
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
住
民
に
伝
え
て
い
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。
集
落
に
入
り
込
み
、
住
民
に
寄

り
添
う
タ
イ
プ
の
支
援
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
地

域
で
は
、
集
落
支
援
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
な
ど
の
活
躍
が
既
に
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
、乱
暴
な
人
口
推
計
で
「
消
滅
」
を
レ
ッ

テ
ル
貼
り
す
る
こ
と
と
、正
反
対
の
対
応
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
療
法
こ
そ
が
地
域
の
立
ち

上
が
り
を
導
く
と
思
う
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
大

き
な
誤
解
で
あ
る
。
シ
ョ
ッ
ク
は
、
住
民
に
深
い

諦
観
を
生
む
こ
と
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
地
方
創
生
が
目
指
す
の
は
、地
域
に
住
む
人
々

が
、
自
ら
の
地
域
の
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
個
性

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
」（
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
）。
そ
の
通
り
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、「
自
ら
の
地
域
の
未
来
」
を
諦

め
始
め
た
地
域
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
地
方
創
生
」

の
基
盤
自
体
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
に
寄
り
添
い
、
諦
め
を
拡
げ

な
い
と
い
う
基
礎
的
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
重
要
で
あ
ろ

う
。
そ
の
う
え
で
、
諦
観
の
代
わ
り
に
希
望
を
持

ち
、
将
来
の
生
き
様
を
行
政
と
と
も
に
住
民
が
考

え
抜
く
。
こ
れ
こ
そ
が
本
来
の
「
地
方
版
・
総
合

戦
略
」
に
他
な
ら
な
い
。

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

― 

人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
の
取
組
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に 

―
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政 策

は
じ
め
に
　

　

平
成
27
年
3
月
31
日
に
、
農
政
の
中
長

期
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
、
新
た
な
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計

画
」
と
い
う
。）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

新
た
な
基
本
計
画
は
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
（
平
成
11
年
7
月
制
定
）
に

基
づ
き
決
定
さ
れ
た
4
回
目
の
基
本
計
画

と
な
る
。
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
の
企
画
部
会
に
お
け
る
17
回
に
わ
た
る

議
論
、
現
地
視
察
、
地
方
意
見
交
換
会
を

経
て
、
3
月
24
日
の
本
審
議
会
で
の
答
申

を
受
け
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

○　

ま
え
が
き

　

我
が
国
の
農
業
・
農
村
に
お
い
て
は
、

6
次
産
業
化
や
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
若
者
を
中
心
と
し

た
「
田
園
回
帰
」
と
い
っ
た
新
た
な
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
農
業
就
業
者

の
高
齢
化
や
農
地
の
荒
廃
な
ど
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

関
係
者
の
発
想
の
転
換
や
、
改
革
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
認
識
の
共
有
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
等
で
示
さ
れ

た
施
策
の
方
向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、食
料
・

農
業
・
農
村
施
策
の
改
革
を
進
め
、
若
者

た
ち
が
希
望
を
持
て
る
「
強
い
農
業
」
と

「
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
」
の
創
出
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

○　

 

第
一　

食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方

針

　

第
一
で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
を
め

ぐ
る
情
勢
と
、主
な
施
策
の
評
価
と
課
題
、

施
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

な
視
点
を
示
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
情
勢

の
変
化
や
施
策
の
評
価
と
課
題
を
整
理
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
現
在
が
施
策
展
開

に
当
た
っ
て
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
と

の
認
識
に
立
ち
、
農
業
の
構
造
改
革
や
新

た
な
需
要
の
取
り
込
み
等
を
通
じ
、
農
業

や
食
品
産
業
の
成
長
産
業
化
を
促
進
す
る

「
産
業
政
策
」
と
、
構
造
改
革
を
後
押
し

し
つ
つ
、
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
・
発
揮
を
促
進
す
る
「
地
域

政
策
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
施
策
の
改
革

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
○　

第
二　

食
料
自
給
率
の
目
標

　

食
料
自
給
率
目
標
に
つ
い
て
は
、
前
基

本
計
画
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
期

間
内
に
お
け
る
実
現
可
能
性
を
重
視
し
、

平
成
37
年
度
の
目
標
と
し
て
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
は
現
状
39
％
か
ら
45
％
に
、
金

額
ベ
ー
ス
で
は
現
状
65
％
か
ら
73
％
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
食
料
の
潜
在
生
産
能

力
を
評
価
す
る
食
料
自
給
力
指
標
を
新
た

に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国

の
食
料
自
給
力
の
現
状
や
過
去
か
ら
の
動

向
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
し
、
食
料
安

全
保
障
に
関
す
る
国
民
的
議
論
を
深
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

○　

 

第
三　

食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関

し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き

施
策

一 

．
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す
る

施
策

　

食
品
の
安
全
確
保
と
、
食
品
に
対
す
る

消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
食
育
や
国
産
農

産
物
の
消
費
拡
大
、「
和
食
」
の
保
護
・

継
承
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
食
料
の
安
定
供
給
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
農
業
や
食
品
産
業

が
、
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確

な
対
応
や
国
内
外
の
新
た
な
需
要
の
取
り

込
み
等
を
通
じ
て
健
全
に
発
展
す
る
た

め
、
6
次
産
業
化
、
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
、
食
品
産
業
の
海
外
展
開
等
の
取

組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
様
々
な
リ
ス
ク
（
我
が
国
の
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政 策

食
料
の
安
定
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
の
あ
る
様
々
な
要
因
）
に
対
応
し
た
総

合
的
な
食
料
安
全
保
障
を
確
立
す
る
た

め
、
食
料
の
安
定
供
給
に
関
す
る
リ
ス
ク

の
定
期
的
な
分
析
、
評
価
や
、
不
測
時
の

具
体
的
な
対
応
手
順
の
整
備
等
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

二 

．
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る
施

策

　

農
業
経
営
の
法
人
化
、
新
規
就
農
の
促

進
な
ど
担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
、
女
性

農
業
者
が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
を
進
め
る
旨
を
明
記
す
る
と

と
も
に
、
経
営
所
得
安
定
対
策
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
フ
ル
稼

働
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約

化
と
優
良
農
地

の
確
保
、
構
造

改
革
の
加
速
化

に
資
す
る
農
業

生
産
基
盤
の
整

備
等
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
米

政
策
改
革
の
着

実
な
推
進
、
飼

料
用
米
等
の
戦

略
作
物
の
生
産

拡
大
と
と
も

に
、
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
の
構

築
、
園
芸
作
物

の
供
給
力
の
強

化
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

生
産
・
流
通

現
場
の
技
術
革

新
等
に
つ
い
て

は
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
研
究
開
発
と
技
術
移

転
の
加
速
化
や
、
規
模
拡
大
、
低
コ
ス
ト

化
等
を
可
能
と
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
現
等
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
な
ど
、
農

業
分
野
の
環
境
政
策
に
つ
い
て
も
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
．
農
村
の
振
興
に
関
す
る
施
策

　

多
面
的
機
能
の
発
揮
を
促
進
す
る
た

め
、
多
面
的
機
能
支
払
制
度
や
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を

維
持
す
る
た
め
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
等

を
基
幹
集
落
へ
集
約
し
た「
小
さ
な
拠
点
」

と
周
辺
集
落
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
深
刻

化
、
広
域
化
す
る
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
産
物
等
を
活
か
し
た
新
た
な

価
値
の
創
出
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
基
軸
と
し

た
新
た
な
産
業
の
振
興
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
・
利
用
、
農
村
へ
の
関
連

産
業
の
導
入
等
を
通
じ
、
農
村
全
体
の
雇

用
の
確
保
と
所
得
の
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
観
光
、
教
育
、
福
祉
等
と
連

携
し
た
都
市
農
村
交
流
を
戦
略
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
増
加
を
移

住
・
定
住
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
取
組
を

■参考１　新たな基本計画の構成
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農業

農村
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基本計画 

基本計画 
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政 策

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
都

市
農
業
の
有
す
る
多
様
な
機
能
の
発
揮
に

向
け
て
、
持
続
的
な
振
興
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

四 

．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
施
策

　

地
震
・
津
波
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
、
農
地
や
農
業
用
施
設
等
の
着
実

な
復
旧
、
将
来
を
見
据
え
た
農
地
の
大
区

画
化
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故

に
伴
う
風
評
被
害
の
払
拭
や
、
輸
入
規
制

の
緩
和
・
撤
廃
に
向
け
た
諸
外
国
へ
の
働

き
か
け
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

五
．
団
体
の
再
編
整
備
等
に
関
す
る
施
策

　

食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す
る
団
体
（
農

協
、
農
業
委
員
会
等
）
が
、
そ
の
機
能
や

役
割
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
、
事
業
・
組
織

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。　

○　

 

第
四　

食
料
、
農
業
及
び
農
村
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

　

国
や
自
治
体
、
農
業
者
、
消
費
者
な
ど

の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」

を
活
用
し
て
政
府
一
体
と
な
っ
て
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
明
記
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

今
後
、
本
基
本
計
画
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
関
係
者
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
基
本
計
画
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/
j/

k
eik
a
k
u
/k
_a
ra
ta
n
a
/

index.htm
l

）
を
ご
覧
下
さ

い
。）
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■参考２　食料自給力指標の姿（平成25年度）
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町
の
概
要

中
能
登
町
は
、
能
登
半
島
の
中
央
に
位
置

し
、
輪
島
市
や
金
沢
市
、
隣
県
の
富
山
市
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
50
㎞
と
、
お
お
よ
そ
1
時
間

圏
内
に
あ
り
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
着
々

と
進
む
中
、
各
都
市
か
ら
の
位
置
的
な
環
境

が
極
め
て
良
好
な
立
地
条
件
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

地
勢
は
、
邑
知
地
溝
帯
を
中
心
と
す
る
平

野
部
と
、
そ
の
両
翼
を
東
側
に
石
動
山
、
西

側
に
は
眉
丈
山
系
が
連
な
る
丘
陵
地
か
ら
な

り
、
国
指
定
史
跡
の
「
石
動
山
」、「
雨
の
宮

古
墳
群
」
の
ほ
か
、「
川
田
古
墳
群
」
な
ど

数
多
く
の
遺
跡
を
残
し
、
能
登
文
化
発
祥
の

地
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
た
、
豊
か
な
自
然

と
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
主
要

な
集
落
は
、
平
野
部
と
丘
陵
部
の
境
に
沿
っ

て
旧
街
道
沿
い
に
細
長
く
分
布
し
て
お
り
、

日
本
の
原
風
景
と
も
言
う
べ
き
景
観
を
か
も

し
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
6
月
に
、
能
登
半
島
に
広
が
る

「
能
登
の
里
山
・
里
海
」
が
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
中
能
登
町

の
農
村
景
観
や
農
村
文
化
、生
物
の
多
様
性
、

そ
し
て
中
能
登
町
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

中
能
登
町
の
面
積
は
89
・
45
㎢
、
人
口
は

石川県

Ｎ

中能登町

現地レポート 町村独自のまちづくり

風
の
人
・
土
の
人
が
交
わ
る
ま
ち
づ
く
り

〜「
教
育
」「
歴
史
」「
観
光
」が
暮
ら
し
を
紡
ぎ
能
登
半
島
の「
住
み
よ
い
ま
ち
」へ
〜

中な
か

能の

登と

町ま
ち

石
川
県
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約
1
万
8
千
人
で
す
。
基
幹
産
業
は
、
稲
作

を
中
心
と
し
た
農
業
と
、
石
川
県
指
定
無
形

文
化
財
「
能
登
上
布
」
を
起
源
と
し
た
日
本

で
も
有
数
の
繊
維
産
地
の
集
積
が
図
ら
れ
て

い
る
合
繊
織
物
を
主
産
業
と
し
て
お
り
、
そ

の
技
術
力
並
び
に
生
産
力
で
は
、
日
本
最
大

級
の
産
地
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
充
実
に
よ
る
未
来
へ
の
投

資
▼
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

中
能
登
町
で
は
、
県
下
一
の
教
育
環
境
を

目
指
し
て
、
3
校
あ
っ
た
中
学
校
を
1
校
に

統
合
す
る
と
と
も
に
、
6
校
あ
っ
た
小
学
校

を
3
校
に
統
合
し
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
25
年
4
月
に
開
校
し
た
新
生

「
中
能
登
中
学
校
」で
は
、開
校
初
年
度
か
ら
、

学
力
・
ス
ポ
ー
ツ
共
に
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
統
合
を
見
据
え
て
、「
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
ソ
フ
ト
事
業
の
強
化
を
図
っ

た
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
学
校
・
教
育
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

体
育
協
会
を
推
進
母
体
と
し
て
、「
県
下
に

名
高
い
中
学
校
を
築
こ
う
」
と
い
う
願
い
の

も
と
、
学
校
間
の
交
流
活
動
や
、
ふ
る
さ
と

検
定
や
ふ
る
さ
と
学
習
、
家
庭
学
習
の
習
慣

化
、
新
し
い
伝
統
と
し
て
の
行
事
の
創
造
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
は
第
2
期
と
し

て
、
高
い
目
標
を
立
て
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
4
月
に
は
、
新
生

「
鹿
島
小
学
校
」
が
開
校
、
中
能
登
町

の
学
校
統
合
を
終
え
、
教
育
の
充
実
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
中
能
登
町
で
は
、
町
全

体
で
教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
す
と
と

も
に
、
教
育
の
町
と
し
て
の
「
中
能
登

ス
タ
イ
ル
」
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

▼
学
校
支
援
員
の
配
置

各
小
中
学
校
に
は
、
各
教
室
で
学
習

に
向
か
う
際
に
、
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
が
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
習
に
向
か
う
こ
と
が
困
難
な

児
童
生
徒
や
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
全
小
中
学
校
に
15
名
の
支
援
員
を
配

置
し
、
一
人
一
人
の
困
り
感
を
解
消
し
、
教

員
が
授
業
を
進
め
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
特
に
小
学
校
1
年
生
の
学
習
規

律
の
定
着
を
図
る
た
め
に
支
援
員
を
増
員

し
、
学
習
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

▼
若
者
が
暮
ら
し
た
く
な
る
地
域
へ

こ
う
し
た
教
育
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
保

護
者
が
安
心
し
て
子
供
た
ち
を
学
校
に
送
り

出
す
環
境
を
整
え
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
児
童
生
徒
の
数
が
一
定
水
準
を
保
っ
て
い

る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
若
い
世
帯
が
中

能
登
町
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
地
域
と

な
り
、
定
住
が
促
進
さ
れ
て
い
る
要
因
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

更
に
、
若
い
世
帯
が
新
た
に
中
能
登
町
に

生
活
の
拠
点
を
移
す
こ
と
を
支
援
し
て
い
く

た
め
、
定
住
奨
励
金
を
拡
充
し
、
最
大
1
0

0
万
円
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
化
に
す
る
乳
幼
児
児
童

生
徒
医
療
費
の
助
成
、
出
産
祝
金
と
し
て
、

第
1
子
10
万
円
、
第
2
子
20
万
円
、
以
降
10

万
円
ず
つ
加
算
し
、
第
5
子
で
は
50
万
円
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

な
支
援
と
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購

入
費
助
成
や
、
本
年
度
か
ら
は
保
育
園
の
第

3
子
無
料
化
な
ど
、
新
た
な
子
育
て
支
援
制

度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
が
、
企
業
の
注
目
を
集

め
、
特
に
世
界
最
高
水
準
を
誇
る
合
繊
織
物

業
界
か
ら
の
製
造
業
の
進
出
や
、
関
連
産
業

の
工
場
の
再
開
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
雇
用

面
で
も
活
況
あ
る
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、

若
者
の
「
し
ご
と
」「
暮
ら
し
」「
子
育
て
」

に
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

△
 

中
能
登
中
学
校
外
観
写
真

△ 

鹿
島
小
学
校
入
学
式
風
景
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歴
史
に
育
ま
れ
た
風
土
と
ま
ち
づ

く
り

「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
」

こ
の
言
葉
は
、
能
登
人
の
人
情
や
風
土
を

巧
み
に
言
い
当
て
て
い
る
表
現
で
あ
り
ま

す
。
ま
ず
「
能
登
」
と
い
う
名
前
は
、
当
町

に
あ
る
「
石
動
山
縁
起
」
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
そ
の
石
動
山
に
元
禄
9
年
、
加
賀
藩
侍

「
浅
加
久
敬
（
あ
さ
か
ひ
さ
の
り
）」
が
詣
で

た
際
に
、七
曲
が
り
と
い
う
険
し
い
山
道
で
、

馬
子
に
難
所
は
こ
こ
だ
け
か
と
聞
い
た
ら
、

杓
子
（
し
ゃ
く
し
）
峠
と
い
う
所
が
あ
る
と

答
え
た
の
で
、「
こ
こ
よ
り
も
、
い
く
す
く

い
ほ
ど
多
か
ら
ん
。
杓
子
峠
の
道
の
悪

さ
は
。」
と
独
り
言
の
よ
う
に
歌
を
詠

む
と
、
馬
子
が
す
ぐ
「
こ
こ
よ
り
、
ふ

た
す
く
い
分
ほ
ど
多
い
で
し
ょ
う
。」

と
返
答
し
た
そ
う
で
す
。

文
学
的
な
要
素
が
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
た
馬
子
が
歌
を
解
し
、
し
か
も
、

こ
の
難
所
で
疲
れ
た
様
子
も
見
せ
ず
に

笑
顔
で
的
確
な
答
え
を
返
し
た
の
で
、

杵
歌
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
「
能
登
は

や
さ
し
や
つ
ち
ま
で
も
」
と
は
、
こ
の

こ
と
だ
ろ
う
と
感
慨
に
ふ
け
っ
た
と
当

時
の
日
記
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
能
登
の
文
化
水
準
の
高
さ
や

能
登
人
の
素
晴
ら
し
さ
が
こ
の
歌

に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
土
壌
が
培
わ
れ
た
中
能
登
町

に
あ
っ
て
、
古
来
よ
り
北
陸
地
方
最
大

と
も
言
わ
れ
る
古
墳
群
が
集
積
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
は
中
能
登
町

が
能
登
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
、
町
を
中
心
に
広
が
る
古
墳
文
化

が
学
べ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
指
定
史
跡
「
雨
の
宮
古
墳

群
」
や
、
平
家
物
語
に
も
記
述
さ
れ
て

い
る
「
親
王
塚
古
墳
」
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
の
霊
山
と
し
て
の
石
動

山
は
、
山
岳
信
仰
に
仏
教
が
結
び
つ
き

（
神
仏
習
合
）、
仏
教
徒
ら
に
よ
っ
て
寺

院
の
形
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
南
北
朝
時

代
と
戦
国
時
代
の
二
度
に
わ
た
り
全
山
焼
き

討
ち
の
憂
き
目
に
あ
い
、
今
で
は
、
草
木
に

埋
も
れ
た
沢
山
の
礎
石
や
石
垣
だ
け
が
往
時

を
偲
ば
せ
、
栄
枯
盛
衰
を
物
語
り
、
歴
史
の

流
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
数
々
の
歴
史
文
化
遺
産
を
後

世
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
地
域
の
住
民
の
皆
様

方
の
参
画
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
を「
護

る
会
」
が
結
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
育
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。そ

し
て
、
町
で
は
史
跡
の
保
全
に
努
め
る

と
と
も
に
、世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
・

里
海
」
の
景
観
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
中

能
登
地
域
に
伝
わ
り
、
加
賀
藩
の
農
家
の
特

徴
で
あ
る
「
東
造
り
（
あ
ず
ま
づ
く
り
）」

と
言
わ
れ
る
建
築
様
式
の
古
民
家
を
再
生

し
、
旧
街
道
と
古
墳
、
ま
ち
な
み
の
景
観
を

守
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の
推
進

歴
史
文
化
遺
産
を
愚
直
に
守
り
な
が
ら
、

将
来
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し

た
史
跡
に
は
バ
リ
ア
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

△ 

古
民
家
が
並
ぶ
ま
ち
な
み

△ 

親
王
塚
古
墳
風
景

△
 

石
動
山
　
大
宮
坊
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障
が
い
の
数
だ
け
バ
リ
ア
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
障
が
い
や
高
齢
で
自
由
が
き

か
な
い
方
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
、
全
国

統
一
規
格
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
準
」
に
基
づ
い
た
施
設
の
バ
リ
ア
調
査
を

行
い
、
そ
の
情
報
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
伝
え
て
い
ま
す
。

「
教
育
の
ま
ち
」
だ
か
ら
こ
そ
、
親
子
三

世
代
や
四
世
代
で
中
能
登
町
の
観
光
施
設
を

安
心
し
て
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施
設

を
改
修
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
バ
リ
ア
情
報

を
伝
え
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
情
報
に
基
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
旅
を
工
夫
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
、
調
査
の
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
バ
リ

ア
フ
リ
ー
観
光
を
推
進
し
つ
つ
、
高
齢
者
に

も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

道
の
駅
「
織
姫
の
里
な
か
の
と
」

の
情
報
発
信

昨
年
4
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅

は
、
本
年
1
月
に
石
川
県
庁
に
お

い
て
石
川
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

推
進
賞
（
施
設
部
門
）
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
地
域
振
興
施
設
と
し
て
、

段
差
や
階
段
と
な
る
要
素
を
な
く

し
、
す
べ
て
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

し
た
こ
と
や
、
回
廊
部
分
に
は
ベ

ン
チ
を
組
み
込
ん
で
、
歩
行
弱
者

用
の
休
憩
施
設
と
し
、
ま
た
、
車

い
す
利
用
者
が
施
設
内
ど
こ
で
も

回
転
可
能
な
広
さ
と
す
る
な
ど
、

総
合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実

現
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
平
日
の
日
中
に
は
、
老
人

福
祉
施
設
の
利
用
者
が
福
祉
車
両

数
台
に
分
か
れ
て
訪
れ
る
な
ど
、

に
ぎ
わ
い
あ
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
道
の
駅
は
、
中
能
登
町
の

情
報
を
広
く
発
信
し
、
町
の
魅
力
を
直
接
感

じ
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
観

光
情
報
や
特
産
品
、
農
産
物
の
発
信
拠
点
と

し
て
整
備
し
ま
し
た
。

道
の
駅
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
石
川

県
内
や
富
山
県
か
ら
も
多
く
の
来
客
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
本
年
2
月
末
に
能
越
自
動

車
道
七
尾
氷
見
道
路
が
開
通
し
た
相
乗
効
果

に
よ
っ
て
、
広
域
的
な
利
用
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
利
用
も
多
く
、
町
の
数
々

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
興
味
を
示
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
住
民
が
中
能
登
町
を
知
る
と
て
も

良
い
機
会
と
な
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

む
す
び
に

中
能
登
町
は
、
平
成
の
大
合
併
を
経
て
町

民
の
「
融
和
」
を
基
本
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
融
和
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
中
能
登
町
の
文
化
・
歴
史
や
産
業

資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、地
域
に
伝
わ
る「
曳

山
」
や
「
御
輿
・
獅
子
舞
」、
地
域
の
基
幹

産
業
で
あ
る
合
繊
織
物
を
活
か
し
た

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
整
備
や
、
そ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を

活
か
し
た
町
内
一
円
の
無
料
電
話
の
設
置
、

統
合
小
中
学
校
の
整
備
、ほ
場
整
備
の
推
進
、

道
路
網
整
備
な
ど
、
社
会
資
本
の
整
備
に
重

点
を
置
き
、
町
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
福
祉
施
策
の
充
実
も
図
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き

て
い
る
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、「
住
み
よ
い
ま
ち
」
と
し
て

の
評
判
が
、
人
口
減
少
率
が
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
中
能
登
町
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
歴
史
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
教
育

や
観
光
を
通
じ
て
、
風
の
人
、
土
の
人
が
交

わ
る
住
み
よ
い
中
能
登
町
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

 

　
　
　
　

中
能
登
町
長　

杉
本　

栄
蔵

△

 

道
の
駅

△ 

能
登
上
布
機
織
り
作
業
風
景



◎
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
過
疎
地
対
策

で
協
議
会
―
経
済
産
業
省

経
済
産
業
省
は
4
月
3
日
、
第
1
回
「
Ｓ
Ｓ
（
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
過
疎
地
対
策
協
議
会
」
を

開
催
し
た
。
Ｓ
Ｓ
の
設
置
が
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
減

少
や
後
継
者
難
な
ど
で
減
少
し
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ

ン
や
農
業
機
械
の
給
油
、
高
齢
者
へ
の
冬
場
の
灯
油

配
送
に
も
支
障
を
き
た
す
な
ど
「
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
問

題
」
が
深
刻
化
。
こ
の
た
め
、
同
省
が
石
油
元
売
各

社
や
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
石
油
連
盟
な
ど

と
同
協
議
会
を
設
置
。
持
続
可
能
な
供
給
体
制
構
築

の
た
め
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
地
域
実
情
に
応
じ
た

対
策
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
も
の
。

第
1
回
会
合
で
は
、
今
後
の
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
対
策
の

当
面
の
進
め
方
な
ど
を
議
論
。
自
治
体
等
に
対
す
る

説
明
会
を
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め

た
ほ
か
、
先
進
事
例
と
し
て
「
住
民
出
資
会
社
に
よ

る
Ｓ
Ｓ
運
営
」（
高
知
県
四
万
十
市
）、「
地
域
に
よ

る
支
援
・
集
約
化
」（
福
島
県
会
津
地
域
・
福
井
県

池
田
町
）
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。

同
省
が
4
月
14
日
ま
と
め
た
調
査
結
果（
2
0
1
4

年
度
末
）
で
は
、
市
町
村
内
に
Ｓ
Ｓ
が
3
カ
所
以
下

が
12
年
度
末
2
5
7
団
体
、13
年
度
末
2
6
5
団
体
、

14
年
度
末
2
8
3
団
体
と
年
々
増
加
。
現
在
、
3
カ

所
が
1
1
1
団
体
、
2
カ
所
が
96
団
体
、
1
カ
所
が

66
団
体
で
、
ゼ
ロ
カ
所
も
青
森
県
西
目
屋
村
、
大
阪

府
豊
能
町
、
山
口
県
和
木
町
な
ど
10
団
体
あ
っ
た
。

◎
6
月
に
「
基
本
方
針
」
取
り
ま
と
め
へ

―
政
府
・
地
方
創
生
本
部

政
府
は
4
月
3
日
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
を
開
き
「
今
後
の
取
組
み
方
針
」
と
し
て
、
今

年
6
月
を
目
途
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
2
0
1
5
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

同
方
針
に
は
、
16
年
度
予
算
に
向
け
た
「
新
型
交
付

金
」
や
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
（
継
続
的
な
ケ
ア

を
提
供
す
る
高
齢
者
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）、
観
光
・

金
融
・
産
業
や
地
方
の
支
援
方
策
な
ど
を
盛
り
込

む
。
ま
た
、
4
月
14
日
に
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
会
議
」
を
開
き
、
増
田
寛
也
元
総
務
相
ら
か

ら
意
見
聴
取
。
さ
ら
に
、
4
月
21
日
か
ら
自
治
体
向

け
に
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）」

を
公
開
し
た
。
官
民
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
か
り
や

す
く
可
視
化
・
見
え
る
化
す
る
も
の
。

新
型
交
付
金
は
、
地
方
六
団
体
の
「
自
由
度
の
高

い
交
付
金
」
創
設
の
要
請
を
受
け
て
政
府
が

2
0
1
4
年
度
補
正
予
算
に
計
上
し
た
が
、
16
年
度

予
算
で
は
、
各
自
治
体
が
策
定
す
る
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
を
具
体
的
に
支
援
す
る
本
格
的
な
も
の
と
す

る
方
針
。
た
だ
、「
質
」（
自
由
度
）
と
と
も
に
「
量
」

（
予
算
総
額
）
も
注
目
さ
れ
る
が
、
石
破
担
当
相
は

4
月
17
日
の
閣
議
後
会
見
で
、「
新
型
交
付
金
に
よ

り
横
連
携
を
確
実
に
す
る
」
と
す
る
一
方
、
財
源
に

つ
い
て
は
「（
必
要
性
を
示
し
て
）
概
算
要
求
、
暮

れ
の
予
算
編
成
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
め
た
。

◎
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
で
手

引
き
―
文
部
科
学
省

文
部
科
学
省
は
4
月
8
日
、「
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
策
定
に
係
る
手
引
」
を
ま
と
め
た
。
各
自

治
体
が
策
定
す
る
学
校
施
設
の
「
長
寿
命
化
計
画
」

に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
や
、
検
討
す
る
際
の
留
意
事

項
な
ど
を
示
し
解
説
し
た
も
の
。

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
3

年
の
関
係
省
庁
連
絡
会
議
で
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

基
本
計
画
」
を
各
施
設
管
理
者
が
策
定
す
る
こ
と
を

決
定
。
こ
れ
を
受
け
て
、
文
科
省
が
学
校
施
設
や
社

会
教
育
施
設
な
ど
を
対
象
に
14
〜
20
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
（
行
動
計

画
）」
を
策
定
。
併
せ
て
、
自
治
体
向
け
の
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
手
引
き
を
作
成
し
た
。

手
引
き
で
は
、「
長
寿
命
化
計
画
」
に
盛
り
込
む
べ

き
項
目
と
し
て
、
学
校
施
設
の
実
態
や
目
指
す
べ
き

姿
、
学
校
施
設
整
備
の
基
本
的
方
針
・
施
設
整
備
の

水
準
、
長
寿
命
化
計
画
の
継
続
的
運
用
方
針
な
ど
を

掲
げ
た
。

同
省
に
よ
る
と
、
小
中
学
校
は
1
9
6
5
年
か
ら

の
児
童
生
徒
の
急
増
期
に
多
く
整
備
さ
れ
、
う
ち
築

25
年
以
上
で
改
修
が
必
要
な
施
設
が
約
7
割
あ
る
。

近
い
将
来
、
こ
の
老
朽
化
対
策
に
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
が
、
約
7
割
の
市
町
村
で
老
朽
化
対
策
に

は
「
不
十
分
」「
や
や
不
十
分
」
と
回
答
し
て
い
る
。

◎
財
政
健
全
化
へ
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改

革
」
提
案
―
経
済
財
政
諮
問
会
議

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
4
月
16
日
、
政
府

が
夏
に
も
ま
と
め
る
財
政
健
全
化
計
画
に
向
け
て
、

民
間
議
員
が
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
を
提
案
し

た
。「
結
果
の
平
等
か
ら
頑
張
る
者
の
取
組
を
促
す

仕
組
み
へ
シ
フ
ト
」
す
べ
き
だ
と
強
調
。
社
会
保
障

で
は
、
個
々
人
の
健
康
努
力
で
医
療
・
介
護
の
必
要

性
を
抑
制
、
国
保
支
援
金
の
傾
斜
配
不
賦
な
ど
を
提

案
。
地
方
財
政
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
比
較
で
行
財
政

改
革
の
遅
れ
て
い
る
自
治
体
の
取
組
を
促
す
、
地
方

交
付
税
の
単
位
費
用
を
5
年
後
を
目
途
に
優
良
事
例

に
合
わ
せ
て
自
治
体
全
体
の
取
組
を
加
速
す
べ
き
だ

と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
安
倍
晋
三
首
相
は
、「
効

率
的
で
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
よ

う
、
国
民
・
企
業
・
自
治
体
等
の
意
識
や
行
動
の
変

化
を
促
す
仕
組
み
構
築
に
向
け
さ
ら
に
議
論
を
進
め

て
ほ
し
い
」
と
指
示
し
た
。

政
府
は
、
2
0
2
0
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
黒

字
化
を
目
標
に
夏
に
も
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
。
こ
の
た
め
、
諮
問
会
議
が
6
月
に
骨
太
方
針
を

ま
と
め
る
が
、
そ
れ
に
向
け
て
財
務
省
の
財
政
制
度

等
審
議
会
が
審
議
を
は
じ
め
た
。
社
会
保
障
と
地
方

財
政
の
歳
出
抑
制
が
焦
点
だ
。
一
方
、
総
務
省
の
地

方
財
政
審
議
会
も
審
議
を
開
始
す
る
。
地
方
創
生
関

連
予
算
を
含
め
た
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
な
ど

が
中
心
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
厚
労
省
の
保
険
医
療

2
0
3
5
策
定
懇
談
会
、
自
民
党
の
財
政
再
建
特
命

委
員
会
も
、
財
政
健
全
化
計
画
に
向
け
て
5
月
〜
6

月
ま
で
に
意
見
等
を
ま
と
め
る
。

◎
「
小
さ
な
拠
点
」
な
ど
最
終
報
告
へ
審

議
―
国
土
交
通
省
・
国
土
審

国
土
交
通
省
の
国
土
審
議
会
は
4
月
21
日
、
今
後

10
年
間
の
国
土
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
新
た
な

「
国
土
形
成
計
画
」
の
最
終
報
告
に
向
け
た
審
議
を

は
じ
め
た
。
夏
に
も
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
。

同
審
議
会
が
3
月
に
ま
と
め
た
「
中
間
取
り
ま
と

め
」
で
は
、「
国
土
づ
く
り
の
目
標
」
に
「
安
全
で

豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
」
な
ど
を
掲

げ
た
上
で
、「
対
流
促
進
型
国
土
」
の
形
成
に
向
け

て
①
各
種
機
能
を
一
定
の
地
域
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
集

約
化
し
、
機
能
維
持
・
定
住
人
口
を
確
保
、
②
各
地

域
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、
圏
域
人
口
を
維

持
し
、
利
便
性
低
下
を
回
避
―
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
、「
地

域
構
造
の
将
来
像
」と
し
て「
小
さ
な
拠
点
の
形
成
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
、
地
域
間
連
携
」
も
盛

り
込
ん
だ
。

同
審
議
会
部
会
で
は
、「
小
さ
な
拠
点
な
ど
『
守

り
』『
攻
め
』の
視
点
が
明
記
さ
れ
て
い
て
良
い
」「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
世
論
調
査
で
は
64
％
が

反
対
。
丁
寧
な
説
明
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
と
と
も

に
、「
人
口
減
少
下
で
は
上
手
に
地
域
を
た
た
む
こ

と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
タ
ブ
ー
視

す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
の
意
見
も
出
た
。

最
終
報
告
で
、
こ
れ
ら
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
か
、
今
後
が
注
目
さ
れ
る
。

 

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田
正
夫
）

中
央
の
動
向

中
央
の
動
向
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随 想
私
ど
も
の
町
、
六
戸
町
は
、
青
森
県
の

東
南
部
に
あ
り
、
県
南
に
あ
る
八
戸
、
三

沢
と
十
和
田
、
三
市
の
三
角
形
の
ほ
ぼ
真

ん
中
に
位
置
し
て
い
る
。
面
積
は
、
約
84

平
方
キ
ロ
の
平
地
農
村
で
深
い
谷
も
高
い

山
も
な
く
、
源
を
十
和
田
湖
に
発
す
る
奥

入
瀬
川
が
町
の
中
央
よ
り
や
や
南
部
を
東

西
に
流
れ
て
お
り
、
そ
の
流
域
は
水
田
地

帯
が
、
そ
し
て
北
部
は
丘
陵
と
な
っ
て
い

て
肥
沃
な
畑
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

特
産
品
に
は
、
生
産
者
の
技
術
と
情
熱

が
凝
縮
さ
れ
た
品
質
の
良
さ
が
自
慢
の

「
大
玉
に
ん
に
く
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

な
が
い
も
、
だ
い
こ
ん
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の

野
菜
と
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
濃
厚
な
旨
味

が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
「
青
森
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
」
な
ど
が
あ
る
。

自
然
に
恵
ま
れ
つ
つ
も
陸
海
空
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
近
隣
周
辺
に
あ
る
の
で
利
便

性
が
高
く
居
住
地
と
し
て
最
適
な
所
で
あ

る
。

現
在
人
口
は
、
1
万
9
6
2
人
（
平
成

27
年
2
月
末
現
在
）
で
あ
り
、
前
年
同
月

比
55
人
増
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
町
の
地
理

的
要
因
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町
民
の
皆

様
の
理
解
を
得
て
実
施
し
て
い
る
定
住
施

策
や
子
育
て
支
援
施
策
が
一
定
の
効
果
を

あ
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

話
し
は
少
し
変
わ
る
が
私
は
、
若
い
こ

ろ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
過
ご
し
た
。
渡
航
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大

統
領
補
佐
官
が
日
本
を
訪
問
し
た
際
の
紀

行
文
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
環
太
平
洋
の
概

念
と
と
も
に
、
南
米
を
含
め
た
環
太
平
洋

諸
国
と
の
関
わ
り
合
い
は
、
経
済
分
野
の

み
な
ら
ず
各
国
発
展
に
極
め
て
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
い
く
と
記
さ
れ
て
い
た
。
当

時
の
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
は
、
現
在
の
よ
う

に
多
く
の
日
本
人
が
行
き
来
し
て
い
る
国

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
国
々
と
は
近
い

将
来
に
お
い
て
、
間
違
い
な
く
日
本
の
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
と
確
信
し
、
渡

航
を
決
意
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
現
地
の
方
々
と
交
流
を
し
な
が
ら
、

異
な
る
文
化
を
実
感
し
、
生
活
を
す
る
中

で
、日
本
と
の
違
い
を
一
番
感
じ
た
の
は
、

良
い
意
味
で
国
民
に
主
体
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
何
を
す
る
に
も
自
分
で

決
断
し
、
責
任
を
引
き
受
け
る
い
わ
ゆ
る

「
自
主
・
自
立
」
の
姿
に
深
く
感
銘
を
受

け
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
今
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
当
時
の
体
験
が
私
の
考
え
方
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
、
行
政
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
た
1

9
9
6
年
1
月
に
町
長
に
就
任
し
た
。
自

主
財
源
の
乏
し
い
地
方
自
治
体
に
は
、
何

が
必
要
か
を
考
え
た
末
、
身
の
丈
に
合
っ

た
適
切
な
財
政
管
理
が
一
番
重
要
だ
と
い

う
考
え
に
至
っ
た
。
動
き
出
し
「
自
立
」

す
る
前
に
、
そ
の
基
と
な
る
の
は
自
分
の

身
を
し
っ
か
り
と
律
す
る
財
政
面
の
「
自

律
」
で
あ
る
と
考
え
た
。

当
時
は
「
予
算
至
上
主
義
」
と
「
単
年

度
決
算
」
に
こ
だ
わ
り
「
当
初
予
算
確
保

に
全
力
を
尽
く
す
の
が
絶
対
」
と
思
い
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

私
は
予
算
編
成
の
基
本
は
守
り
つ
つ
も
、

財
政
管
理
の
電
算
化
を
通
し
て
固
定
概
念

を
打
破
す
る
財
政
改
革
に
着
手
し
た
。
お

り
し
も
自
治
体
の
電
子
化
が
叫
ば
れ
て
い

た
の
で
、
予
算
の
執
行
額
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
管
理
し
町
財
政
の
把
握
を
す
る
よ
う

に
し
た
。
各
予
算
款
項
目
か
ら
発
生
す
る

大
小
の
不
要
額
を
瞬
時
に
把
握
し
、
有
効

な
財
源
と
捉
え
、
予
算
の
セ
ク
シ
ョ
ン
枠

を
越
え
て
合
体
さ
せ
、
直
ち
に
補
正
予
算

で
次
な
る
事
業
に
対
応
で
き
る
よ
う
予
算

の
再
構
築
を
行
い
、
年
度
末
ま
で
そ
れ
を

繰
り
返
す
。
今
で
は
、
こ
の
機
動
的
財
務

管
理
手
法
が
職
員
に
浸
透
し
財
源
が
少
な

い
中
で
も
、
な
ん
と
か
や
り
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

財
政
面
の
「
自
律
」
が
で
き
た
ら
、
次

は
自
分
で
立
ち
あ
が
り
行
動
を
起
こ
す

「
自
立
」
で
あ
る
。
当
町
は
、
ち
ょ
う
ど

今
そ
の
立
ち
上
が
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
。
幸
い
当
町
に
は
、
し
っ
か
り
と

町
内
会
を
支
え
る
人
々
が
お
り
、
志
の
あ

る
若
者
達
が
い
る
。
地
域
の
人
々
が
自
律

心
を
持
ち
協
力
し
合
い
、
笑
顔
で
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
る
「
自
律
と
協
働
の
町
」
に

私
ど
も
の
町
、「
六
戸
町
」
も
近
づ
い
て

い
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
施
策

を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
い
く
決

意
で
あ
る
。

吉よ
し

田だ

　
　豊ゆ

た
か

青
森
県
六ろ

く

戸の
へ

町
長

自
律
と
協
働
の
町
を
目
指
し
て

自
律
と
協
働
の
町
を
目
指
し
て
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ご契約のお車が、事故・故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者
にお取り次ぎし、レッカーや30分程度の緊急修理などを手配します。

・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）までお問い合せください。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社

SJNK14-12003(2014.11.21作成）

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX
株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

　●バッテリー上がりや、キー閉じ込み、ガス欠など
ご契約のお車が、事故・故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者

無料ロードサービスがついてきます。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42
・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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